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3）　地　形

　　カレン州のタイとの国境沿いにはドーナ山系があり、州の中央部を流れるサルウィン川

により分断される。サルウィン川の北側の山脈は標高2,000ｍを超えるところもあるが、サ

ルウィン川の南側は 1,000 ～ 1,500 ｍの山脈となっている。コーカレイ～ティンガンニーノ

区間道路は、標高約 1,200 ｍの山岳を通過しており、道路の峠付近の標高は約 800 ｍであ

る。
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4）　地　質

　　コーカレイ～ティンガンニーノ区間道路は、ラテライトが主体の区間と森林土が主体の区

間に分かれている。峠の西側では固い岩盤が露出しており、峠近くでは砂礫層になってい

る。峠の東側は森林になっており、比較的良好な地質である。
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（2）カレン州の難民問題

　　ミャンマーからタイへの移民労働者の総数は 200 万人以上といわれ、その多くは、シャン

州とカレン州から出ている。このうち約半数の92万人がタイ政府に登録した合法的労働者

であるのみで、残りは不法移民となっている。タイの難民キャンプに滞在するカレン難民の

総数は、およそ 14 万人、そのうえ、Global IDP の報告によれば、少なくともそれと同数の

13 万 5,000 人がカレン州で国内避難民（IDP）化している（図２－ 12）。州人口 150 万人の

20％が難民・避難民化、これに加え、実数は不明だが、数十万人が合法・不法労働者としてタ

イに逃れていると考えられる。したがって州の半数の人口が流動化しているとみられ、特に

労働者層人口の不足は深刻な問題となっている。若い女性の多くは、タイにメイドや売春婦

として出稼ぎに行くことが多く、男性移民労働者とともに彼らがもち帰るHIV/AIDSの問題

も深刻だ。この地域からは少女売春を目的とした人身売買も極めて盛んで、2002 年７月から

の２年間弱の間に、公式に逮捕された者だけで 939 人にのぼっている。

　　難民と避難民は、長年続いた紛争の結果生み出されたもので、特に、1994 年にカレン民族

同盟（KNU）からカレン仏教徒軍（DKBA）が離反し内部情報が伝わったため、1995 年１月

に KNU の総司令本部であったマナプローが陥落してからは、KNU 側は軍事的には圧倒的な

劣勢に立たされ、難民と避難民流出に拍車がかかった（図２－ 13）。それにつれてタイへの難

民の数も、1984 年に１万人、1994 年に８万人、1997 年に 11 万 5,000 人、2003 年には 14 万人

と増えてきた。また、ビルマ国軍は、作戦の過程で、村の焼き討ち、土地・農作物の接収、

住民の強制退去、居住地周辺への地雷の埋設等を行ったため、シャン、カレニ、カレンなど

の州で、2,500 の村が破壊され、100 万人が影響を受けた。

　　ミャンマーは、世界中で３か国しかない地雷を現在でも使用している国で、14管区・州のう

ち、９つの州に地雷が敷設されている。なかでもカレン州が最も深刻となっている。
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（5）ミャンマー～タイ国境通過の現状

　　GMS では各国間の国境通過容易化のための協定化を進めているが、これに関連してミャン

マーとタイの国境通過の現状について述べる。

　　ミヤワディ周辺の国境には、ミャンマー商務省国境貿易局（Department of Border Trade,

Ministry of Commerce：ミャンマー語でNaTaha）が管轄する国境貿易ルートとDKBAが管轄す

る DKBA ルートという２通りの国境物流が存在している。正規（NaTaha）ルートは国境の橋

を通過する１か所であり、国境税関、国境イミグレーションを管轄し、輸出入貨物に対する

ワンストップサービスに対応している。

　　一方で、周辺に十数箇所ある DKBA ルート（越境ポイント）の存在が問題であろう。

DKBAルートは輸出入関税を含めたミャンマー正規輸出入手続きの一切の免除が政府により

対内的に容認されている。このことから、DKBA ルートは非正規国境ルートといえるが、国

境交易の９割を占めるといわれている。最近はDKBAルートによる自動車の輸入ができなくな

り、政府による規制が強められつつあるという。

　　貨物の積み替えはミャンマー側ミヤワディで行われている。ミャンマーへの輸入貨物の多く

がミヤワディのチェックポイント内で積み替えられるが、ミヤワディ内NaTaha 管轄場所での

積み替えも可能である。ミヤワディ内にはフォークリフトやクレーンといった荷役設備はな

く、人力による手積荷役で対応している。タイ側メーソットにも積み替え場は存在するが、

運用上ミャンマー貨物車両はタイ入境不可のため、メーソットではタイ車両からミャンマー

車両への貨物積み替えは実施されない。

　　なお、ミャンマーでは、輸出した実績額以内での輸入が認められ、輸出実績額を超えた輸

入ができない。また、輸入品全品目に輸入ライセンスが必要である。鉄関連品目などの特別

な品目になると輸入申請から承認まで１か月以上を要することもある。

　　ミヤワディの西方 2.5 マイル、主要幹線道路沿いには検疫所がある。1998 年 12 月に開設さ

れたものの、これまで、主に治安上の問題からほとんど機能していない。しかし、2004 年

１月の中央政府（SPDC）と KNU の停戦合意以降、治安が改善し、輸出再開の見込みが出て

きたため、現在、施設の充実を図り準備している。

　　現在、ミャンマー全土には 1,200 万頭の牛がおり、家畜の輸出許可には NaTaha の許可を必

要とするが、このうち少なく見積もっても年間 20 万頭が、食肉が不足して輸入国に転じてい

るタイ向けに違法に輸出されているという。主な密輸ルートはカレン州のミヤワディとス

リー・バゴダ・パスの２か所存在するとされる。

　　ミャンマー政府には、バゴー県レグー市にある検疫所に牛・水牛を留め置き、一次検疫を

施したうえで、国境ミヤワディの検疫所に送り、そこで最終チェックをしたうえで輸出する

計画がある。ミャンマー側の制度不備と整備の遅れを補うべく、タイは国境のタイ側に検疫

期間として必要とされている 21 日間ミャンマーから輸入した家畜を留め置き、同時に肥育も

できる施設の整備を進めている。成功をあげているのは特筆に値する。ミヤワディ～メーソッ

トの通関・検疫所は、GMS 回廊のミャンマー部分で指定されている３か所の通関・検疫所の

ひとつであり、その重要度は高く、整備が急がれる。
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